









































 クラスター・ネットワーク政策（Cluster- and Network-oriented Policies）会合（ウィーン） ：
本報告末尾の参考文献に示す通りのレポートが刊行されています。
 企業R&Dと科学技術政策（Changing Strategies for Business R&D and Their
Implications for Science and Technology Policy）ワークショップ（パリ）：講演ドキュメントは、
末尾に示すウエブ・サイトから入手できます。また、2002年に刊行予定の「Science,


























・企業R&Dの主要動向（Overview of Key Trends in Business R&D）
・新たな企業R&Dモデル（Towards A New Model of Business R&D）
・知識創造・習得のネットワーク（Networks of Knowledge Creation and Acquisition）
・企業R&Dのグローバル化（Globalisation of Business R&D）

















１：「Innovative Clusters; Drivers of National Innovation Systems」, OECD (2001).;
２：「Innovative Networks; Co-operation in National Innovation Systems」, OECD









































































































共催 社会技術研究フォーラム 後援 （財）つくば科学万博記念財団
５．プログラム
2002年2月28日（木）
  9:00− 参加受付
  9:30− 9:40 開会挨拶 間宮 馨（科学技術政策研究所 所長）
  9:40−10:10 キーノートスピーチ 小林 信一（科学技術政策研究所）
 10:10−11:00 講演１Re-Thinking Science Helga Nowotny（スイス連邦工科大学：ETH）


































17:20−17:35 クロージング・リマークス Helga Nowotny（スイス ETH）
17:35−17:40 閉会挨拶 下田 隆二（科学技術政策研究所 総務研究官）
５．申し込み方法
申込み締切： 平成14年2月8日（金）
定 員 ： 120名（先着順）
参 加 費 ： 無料
使用言語 ： 英語・日本語（日英同時通訳付き）





















































































・11/8 Dr. Anung Kusnowo：インドネシアLIPI 工学科学担当次官
・11/28 Dr. Hahn, Seong-Ryong：韓国ITEP R&D Performance Management Team Reader
○講演会・コンファレンス
・11/20 「バイオインフォマティクスの最近の動向とこれからの課題」
高木 利久：東京大学医科学研究所教授
・11/20 「クリントン政権下での科学技術政策およびブッシュ政権下での変化の見通し」
ジェラルド・ハネ：前米OSTP国際部長代理
目次へ
編集後記
２００１年、新世紀初の１年が終わろうとしています。今年いったい何をしたのであろうかと、自問自答しつつ新年を迎える、ということ
を毎年しているような気がします。今月号は２００１年に発行された政策研の研究成果を表紙にしました。来年２月には政策研主催
のシンポジウムもあり、今年以上に活性化した年にしたいと思っております。(k)
文部科学省科学技術政策研究所広報委員会（政策研ニュース担当：情報分析課）
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